
Fig.1 : Relation between S/Au and AUT 

concentration × immersing time. 
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 アミノアルカンチオール分子の自己組織化単分子膜(SAM 膜)は，末端のアミノ基を利用した金

属表面上への量子ドットやナノ粒子の固定に用いられている[1，2]．銀表面上のアミノウンデカン

チオール(AUT)SAM 膜では，処理量(濃度と浸漬時間の積)を増やすにつれて，膜中の硫黄酸化物

の量が一度上昇し，その後減少するという傾向があるのに対して[2]，金表面上では，処理量の増

加と共に，硫黄酸化物(Sox)および金と結合していない硫黄(Sunbound)が増加する傾向が観測されてい

る[3]．これらの Soxや Sunboundは SAM 膜の形成に寄与していない分子の混在を示している．本研

究では，硫黄の結合状態に注目し，SAM膜を構成していない分子を低減させる条件を探索した． 

 AUT の SAM膜は，AUT のエタノール溶液にガラス上に金を蒸着した基板を浸漬し，エタノー

ルおよび純水ですすぎ，作製した．硫黄の結合状態は XPS によって評価した．また，pH9 のほう

酸バッファー溶液での洗浄の影響も評価した．その結果，処理量が小さい低濃度，短時間にする

ことで，Sunboundを結合している硫黄(Sbound)の 3 分の 1 程度まで低減させることができた(Fig.1)．

一方，0.001mM×h 以下の処理量では膜は形成されなかった．また，SAM 膜をバッファー溶液で

洗浄することで，Sox を低減させることができた(Fig.2)．これは弱アルカリの溶媒により AUT 分

子の NH3
+と結合した Soxが脱離したためと考えられる． 
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Fig.2 : S2p3/2 XPS spectra of AUT SAM with/without 

treatment with a pH buffer solution. (AUT:0.01mM, 24h.) 
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